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●研究テーマ

動機

内容

まとめや感想

セミのぬけがらの研究3
春江東小学校6年

　過去2年間、自宅の庭でセミのぬけがらを観察し、セミの種類、数、羽化する高さ、気温・地
温・湿度との関係が分かった。今年は同様の観察をして3年間を比較し、さらに、のぼる木の
選定とぬけがらの変化について検討した。

　セミのぬけがらの観察も3年目となり、たくさんの発見や新たな疑問からの新たな知識
を得ることができた。来年もさらに観察を続け、羽化するセミについての法則を見つけてみ
たい。

　観察の結果、以下のことが分かった。
①　庭のセミはニイニイゼミ、アブラゼミ、ツクツクボウシの3種類だった。
②　今年のぬけがらは全部で291個で、年々減少していた。出始め、ピークは種類ごと、年ご
　　とに違っていた。
③　アブラゼミは、メスよりオスが多い。メスはオスより後に羽化し、数が一定だった。産卵
　　と関係があるのかもしれない。
④　アブラゼミ、ツクツクボウシ、ニイニイゼミの順に高いところで羽化する。
⑤　ぬけがらの大きさと羽化する高さには関係がないと考えた。大きさの平均は年により
　　変化しない。
⑥　気温・地温が高く、湿度が低いと羽化が増加し、その逆で減少する。
⑦　梅雨明け後2日で羽化のピークが始まり、その2日後にツクツクボウシが鳴き始める。
⑧　のぼる木の選定について、さまざまな角材で工夫して観察したが、結果が出なかった。
⑨　ぬけがらは動物や虫が持って行くためなくなるのではない。木についたぬけがらは風
　　や雨で下に落ち、落ち葉など乾燥した中で細かくこわれ、雨や土の中の水分のある環境
　　の中で水分を含み、分解されていくと考えた。
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